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1主 題設定 の理由

今 日の技 術 の進 歩 と経 済 の 発 展 は 、文 化 水 準 を 一段 と向 上させ 、 物 質 的 な 豊か さ を 生 む と と

も に 、 国 際 化 、情 報 化 、 価 値 観 の 多様 化 な ど社 会 の 多 方 面 にわ た り大 きな 変 化 を もた ら して い

る 。 これ らの 変 化 は、 今 後 も ます ます拡 大す る こ とが 予想 され る。

人 間 社 会 は、 本 来 多様 な 個 性 を もつ 人 々の 集 ま りで あ る。 人 々の価 値 観 が ま す ま す 多様 化 し

て い く社 会 にお いて は、 全 体 と して 調和 の とれ た 豊 か な 人問 関 係 が 実 現 で き る 環境 を備 え て い

な け れ ば な ら な い。 す な わ ち、 そ れ ぞれ の個 性 、価 値 観、 長 所 、 短 所 な どを 異 にす る 人 々 に よ

っ て構 成 され 、 互 い に他 を認 め あ い支 え あ うこ とが で き る 社会 へ の 変 容 で あ る。

高 校 生 の年 代 は、 自我 に 目覚 め 、 各 自の個 性 が 大 き く伸び よ う とす る時 期 に あ た る。 こ う し

た 高校 生 に は 一 人一 人 を大 切 にす る幅 広 い教 育 が 求 め られ る。 高 校 進 学 率 の 一ヒ昇 に伴 い、個 々

の 生 徒 が もつ 能 力 の幅 は大 き く広 が り、 適 性 や 興 味 、 関心 、 希 望 す る 将 来 の 進 路 も 多様 に な っ

て い る。 ま た、 社会 の 進 展 と と もに教 育 内容 も多様 化 して き て いる こ とか ら、 今 以 上 に 、 どの

生徒 に対 して も、 能 力や 適 性 、 進路 希望 な どに応 じて 、そ の 個 性 を 最 大 限 に 伸 ばす よ うな 教 育

を して い く必 要 が あ る。

この よ うな 教育 の 在 り方 を商 業 教 育 にお い て も真 剣 に 考 え、 積 極 的 に対 策 を講 じて い く こ と

が 、 商 業 高 校 に 与 え ら れ た課 題 で あ る とい え る。

今 年 度 の 教 育研 究 員 は、 こ う した観 点 か ら、 生徒 の 多 様化 に対 応 した 商 業 高 校 の 在 り方 につ

いて 検 討 す る た め 、 商 業 高校 の 教 育 課 程 の 内容 を 中心 に具体 的 に研 究 、 考 察 す る こ と を 目的 と

して 主 題 の 設 定 を 行 っ た。

II多 様 化の現状

1ア ンケ ー トの 集計 結 果

本 研 究 委 員 会 で は,商 業 高校 に学 ぶ 生 徒 の多 様 化 の 状 況 を把 握 す るた め に、 各 研 究 委 員 の 所

属 校 の 生 徒 と商 業 の 教 員 、 近隣 の 中学 校 の 生徒(3年 生)と 教 員 を対 象 に ア ン ケー ト調 査 を実

施 した 。 そ の 集 計 結 果 を 示 す と以 下 の 通 りで あ る。

(t)中 学 生 に対 す る ア ンケ ー ト集 計 結 果(回 答 件 数9校833名)

① 高 校 は何 を基 準 に 決 め ます か。

大 学 ・短 大 進 学 に有 利 就職に有利 専 門 的 な 知 識 が 得 られ る そ の 他

368人(44%) 220人(26%) 138人(17鴉 107人(13%)
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② 進学 しよ う と考 え て いる学 校 は どの よ うな学 校 で す か。

普通高校 商業高校 工 業 高 校 農業高校 そ の他

662人(79%) 77人(9鮒 48人(6%) 4人(正%) 42人(5%〉

③ 商 業 高校 に 対 して どん な イ メー ジ を もっ て います か 。

就 職 が で き る 資 格 が取 れ る パ ソ コ ン が学 べ る そ の 他

36人(47%) 32人(42%) 18人(23%) 2人(3%)

(上 記② で 商 業 高校 と答 え た 生 徒)

複 数 回答 有

④ 商業 高 校 を選 ん だ理 由 を答 え て くだ さ い。(② で 商業 高 校 と答 え た 生 徒)複 数 回 答有

就 職 した い た め 32人(42%)

資 格 を取 得 す る た め 23人(30%)

保 護 者 か ら勧 め られ た ため 11人(14%)

自宅 か ら近 く て便 利 だ か ら 8人(IO%〉

進 学 した いた め 4人(5%)

他 の高 校 に比 べ て 入 りや す い と思 っ た の で 2人(2%)

中学 校 の先 生か ら勧 め られ た た め 0人(0%)

そ の 他 2人(2%)

⑤ 商 業 高 校 で 何 を 学 ぶ か 知 っ て います か 。(② で 商 業 高校 と答 え た 生 徒)

少 し知 って い る 知 らな い よ く 知 っ て い る

47人(61%) 12人(16%) 6人(8%)

⑥ ど の よ う に し て 知 り ま し た か 。

(上 記 ⑤ で 「よ く知 っ て い る 」 「少 し 知 っ て い る 」 と答 え た 生 徒) 複数回答有

家 族 か ら聞 いた 自 分 で 調 べ た 先 生 か ら聞 い た 先 輩 か ら聞 いた そ の他

40人(52%) 6人(8%) 4人(5%) 4人(5%) 9人(12%)

⑦ 商 業 高校 か ら推 薦 に よ り大 学 ・短 大へ 進 学 で きる こ とを知 って い ます か。

知 らな い 聞 いた こ とは あ る 知 っ て い る

608人(73%) 155人(19%) 68人(8%)

⑧ 推 薦 に よ る大 学 ・短 大 の 進 学 が 可能 な ら商 業 高校 に入 学 した い と思 い ます か。

(② で 進 学 先 を 商 業 高校 以 外 と答 えた 生 徒)

考 え て いな い どち ら と も い えな い 入 学 した い そ の 他

333人(44%) 308人(410) 67人(9%) 30人(4%)

⑨ 商 業 高 校 に 望 む こ とは何 で す か 。 複数回答有

将来役立っような朝 購 の習得 資格取得 大 学 ・短 大 へ の進 学 指 導 そ の 他

397人(48%) 211人(25%) 165人(20%) 46人(6%)

(2)中 学校 の 教 員 に対 す る ア ンケ ー ト集計 結 果(回 答 件 数9校45名)

① 商 業 高校 につ い て どの よ うな イ メ ー ジ をお もち で す か。 複 数 回答 有

就職に有利

31人69%)

資格取得

29人(64%)

比較的入学させやすい高校

13人(29%)

パ ソ コ ン を 学 べ る

10人(22%)

そ の 他

0人(0%)
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② 商 業 高校 を希 望 す る 生徒 は商 業 高 校 に対 して どの よ うな こ とを望 ん で いる と思 い ます か。

複 数 回答 有資格 取 得(簿 記 、 情 報 処 理 な ど) 29人(64%)

就職 26人(58%)

よ り役立 つ 専 門 知 識 の 習得 12人(27%)

大学 ・短 大 へ の 進 学 3人(7%)

そ の他 0人(0%〉

③ 商 業 高 校 が 今後 どの よ うな 方 向 に変 わ って い けば 、 生徒 に勧 め られ る 高 校 にな る と思 い ま

す か。 複 数 回 答 有

資 格 取 得 実績 を つ くる(簿 記 、 情 報 処理 、 税 理 士 な ど) 26人(58%〉

就 職 の 合格 率 を あ げ る 23人(51%)

基礎学力の徹底指導及び生活指導面の充実 19人(42%)

大学 ・短 大進 学 の実 績 を あげ る 4人(9%)

そ の 他 2人(4%〉

(3)全 日制 商 業 高校 の 生 徒 に対 す る ア ンケ ー ト集計 結 果(回 答 件数6校

① なぜ 商 業 高校 を選 ん だ の です か。 複 数 回答 有

801名)

就 職 した いか ら 467人(58%)

資 格 を た くさん 取 得 した いか ら 454人(57%)

自宅 か ら近 くて 便 利 だ か ら 202人(25%)

他 の 高校 と比 べ て入 りや す か っ たか ら 152人(19%)

保 護 者 の 方 に勧 め られ た か ら 127人(16%)

中学 校 の 先生 に勧 め られ た か ら 69人(9%)

進 学(四 大 ・短 大)し た い か ら 33人(4%〉

そ の 他 36人(4%)

② 商 業 高 校 に 対 して どん な イ メー ジ を もっ て い ます か。 複 数 回 答 有

資 格 が た く さん 取 得 で き る ので よ い 546人(68%)

就 職 が で きる か ら とて もよ い 459人(57%)

パ ソ コ ン をた くさ ん 勉 強 で き るの で よ い 330人(41%)

普 通 科 目の 他 に 商 業 科 目を勉 強 す る の で楽 しい 233人(29%)

生活 指 導(遅 刻 、 頭 髪 、 服 装 な ど)が 厳 し くて よ い 25人(3%)

推 薦 で 進 学(主 に 四大 ・短 大)で き るの で よ い 23人(3%)

その他 51人(6%)

③ 商 業 科 目 の 中 で 好 き な 科 目 は 何 で す か 。 ま た 理 由 も 答 え て く だ さ い 。 複 数 回 答 有

1位 文 書 処 理(298人)'

理 由 ・自分 の た め に な る 。 ・将 来 大 切 な こ と な の で 興 味 が あ る 。

・社 会 に 出 て か ら 役 に 立 つ 。 ・資 格 が 取 れ る 。 ・実 習 科 目 が 好 き 。

2位 簿 記(285人)

理 由 ・や り方 が 理 解 で き る と や りや す い。 ・初 め て 学 ぶ も の だ か ら 楽 し い。

・興 味 が あ っ て 楽 し い。 ・思 っ て い た よ り 面 白 い 。 ・資 格 が 取 れ る 。

・や れ ば 結 果 が 出 や す い。

3位 情 報 処 理(255人)

理 由 ・コ ン ピ ュ ー タ が 学 べ る 。 ・楽 し い。 ・将 来 役 に 立つ 。 ・資 格 が 取 れ る 。

・自 分 の た め に な る 。 ・長 い プ ロ グ ラ ム を 完 成 した と き 満 足 感 が あ る 。

④ 商 業 科 目 の 中 で 嫌 い な 科 目 は 何 で す か 。 ま た 理 由 も 答 え て くだ さ い 。 複 数 回 答 有
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1位 簿 記(291人)

理 由 ・面 倒 だ か ら。 ・理 解 で き な い。 ・覚 え る こ と が 多 い。 ・難 し い 。
・わ か ら な い 。 ・問 題 を 解 く の に 時 間 が か か る 。 ・複 雑 で あ る 。

・ど の よ う に 役 に 立 つ か わ か ら な い 。 ・楽 し く な い。

2位 流 通 経 済(282人)

理 由 ・面 倒 だ か ら。 ・理 解 で き な い。 ・つ ま ら な い。 ・難 し い。 ・わ か ら な い。

・勉 強 す る 気 に な れ な い 。

3位 計 算 事 務(232人)

理 由 ・内 容 が 多 い 。 ・難 し い 。 ・検 定 に 合 格 で き な い。 ・必 要 で は な い。

⑤ 商 業 に 関 す る 科 目 の 中 で 、 こ ん な 科 目 が あ っ た ら い い な と 思 う 科 目 を 答 え て く だ さ い.
・販 売 実 習 ・イ ン タ ー ネ ッ ト、 パ ソ コ ン 通 信 ・マ ナ ー 礼 儀 作 法(秘 書)

・現 場 実 習 ・コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ・コ ン ピ ュ ー タ に よ る デ ザ イ ン

⑥ 希 望 して い る 進 路 は何 です か 。

就職

420人(52%)

専門学校進学

129人(16驚)

未定

127人(16%)

大学進学

49人(6%〉

公務員

45人(6%)

短大進学

13人(2%)

そ の 他

18人(2%)

⑦ 現 在 通 っ て い る 学 校 に 何 を 期 待 し ま す か 。 ま た 、 そ れ は な ぜ か 理 由 も 答 え て く だ さ い。
一 番 多 か っ た 意 見 は 、 「資 格 が た く さ ん 取 得 で き る よ う に 指 導 し て ほ し い 。 」 で あ っ た 。

理 由 ・自 分 の 可 能 性 を 引 き 出 し て ほ し い か ら。 ・就 職 に 有 利 な の で 。 ・楽 し い の で 。

・た く さ ん の 資 格 を 取 り た い か ら。 ・資 格 が 取 れ な け れ ば 就 職 が 難 し い の で 。

⑧ 現在 の 学 科(商 業科 、情 報 処 理 科 な ど)に 満 足 して い ます か。

満 足 して い る

577人(72%)

満 足 して いな い

224人(28鋤

⑨ 学 科 を 変 更 で き る もの な ら変 更 した い と思 って い ます か 。 また 、 そ れ は な ぜ か理 由 も答 え

て くだ さ い。(上 記 ⑧ で 「満 足 して いな い」 と答 え た 生徒)

変 更 した い

113人(5m

今 の ま まで よ い

111人(49%)

理 由 ・情 報 処 理 が わ か ら な い の で 。 ・2年 間 頑 張 っ て き た の で 。
・パ ソ コ ン を 使 っ て の 授 業 が 少 な く 最 初 の イ メ ー ジ と 違 っ て い た .

・2ク ラ ス し か な い の で 交 流 が な く 友 達 を つ く り に く い。
・満 足 は し て い な い が 一 生 懸 命 勉 強 し て 自 分 の も の に し て い き た い。

・満 足 は し て いな い が 学 科 を 変 え る と余 計 辛 くな る 。

(4)全 日制 商 業 高校 の商 業 の教 員 に対 す る ア ンケ ー ト集 計 結 果(回 答 件 数53名)

① 教 育 課程 を編 成 す る 上 で、 どの よ うな こ とに 力点 を置 けば よ い と思 い ます か。 複 数 回答 有

少な い科 目を集 中 して 徹 底 的 に行 う 22人(42%)

選 択 幅 を広 げ る た め に選 択 科 目を 多 くす る 22人(42%)

課題 研 究 の よ うな 生徒 主 体 の 授 業 を 多 くす る 8人(15%)

そ の 他 11人(2正%)

② 授 業 を行 う上 で 、 特 に何 に力 を入 れ て い け ば よ い と思 い ます か 。 複数回答有

検 定 試 験 に と らわ れ ず 、 そ の 教 科 の 内容 の深 化 を 図 る 18人(34%)

実 社 会 で す ぐ に通 用す る よ うな 授 業 内容 を 考 え る 11人(21%)

高 度 で な くて もよ いか ら資格 を た く さん 取 得 させ る 9人(17%)

よ り高 度 な 資 格 を 取 得 させ る 8人(15%)

講 義 よ りも実 習 を 充実 させ る 6人(ll%)

そ の 他 10人(19%)
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③ 商 業 高校 生 に とっ て特 に重 要 な科 目は何 だ と思 い ます か。 また、 そ の理 由 も記 入 して くだ

さ い。 複 数 回答 有

1位 簿 記(34人)2位 情 報 処理(27人)3位 流 通 経 済(23人)

理 由 ・商 業 の 基 礎 的 科 目で あ り、 一 般 社会 に 出て か ら最 低 限必 要 な 知 識 で あ る。
・商 業 の流 れ を勉 強 す る こ と によ り、 現 在 の 経済 の動 きや 会 社 な ど に及 ぼ す 影 響 な ど

を学 ぶ こ とが で き る。
・簿 記 、 情 報 処 理 は 経 営管 理 能 力の 育 成 に必 要不 可欠 で ある。

(5)定 時制 商 業 高 校 の 生 徒 に対 す る ア ンケ ー ト集 計結 果(回 答 件 数9校447名)

〔学 校 全 般 につ いて 〕 複 数 回答 有

① 定 時 制 高校 を選 ん だ理 由 は何 で す か。

全 日制 が不 合 格 だ っ た か ら 129人(29%〉

中途 退 学 した た め 104人(23%)

は じめ か ら定 時 制 が希 望 だ った か ら 77人(17%)

全 日制 で 留年 した の で 定 時 制 へ編 入 した 60人(13%〉

生涯 学 習 の 一環 と して 20人(4%)

職 業 上、 専 門 教 育 が 必 要 な た め 14人(3%〉

そ の 他 48人(11%)

② 他 の 高 校 に変 わ りた い と考 え た こ とが あ りま す か。(上 記① で 「全 日制 不 合格 」 「全 日制

留 年 」 と答 え た 生徒)複 数 回 答 有

な い 124人(66%)

あ る(全 日制 普 通 科) 33人(19%)

あ る(全 日制 商 業 科) 17人(9%)

あ る(全 日制 他 の 専 門学 科) 8人(5%)

あ る(定 時 制 他 の 専 門学 科) 9人(5%)

あ る(定 時 制普 通 科) 6人(3%)

③ 商業 高校 を選 ん だ 理 由は何 で す か。 複 数 回答 有

自宅 か ら近 か った か ら 175人(39%)

「商 業 」 を勉 強 した か った か ら 117人(26%)

高校 の卒 業 が 目的 な の で、 どの 学 科 で もよ か っ た 106人(24%)

普 通 科 は数 学 、英 語 な どの授 業 が多 いか ら 32人(7%)

職 場 か ら近 か った か ら 16人(4%)

その他 65人(15%)

④ 今 の 高 校 生 活 に満 足 して い ます か。

お お よそ 満 足 して い る 147人(33%)

少 し不 満 が あ る 96人(21%)

大 いに 満 足 して いる 89人(20%)

大 いに 不 満 で あ る 61人(13%)

⑤ 他 の 学 科 と 比 べ て 「商 業 高 校 の こ こ が よ い と こ ろ だ 。 」 と い う 点 を あ げ て く だ さ い 。

・資 格 が 取 れ る 。

・ワ ー プ ロ、 パ ソ コ ン が 学 べ る 。

・将 来 、 就 職 に 役 立 つ 。

・商 業 の こ と が 深 く 学 べ る 。

・簿 記(帳 簿)が 学 べ る。

・英 語 や 数 学 が 少 な い 。

・初 め て 学 ぶ 科 目 が あ る 。

・授 業 が 楽 し い 。

・珠 算 が 学 べ る 。

・指 導 が よ い 。

・一 般 常 識 が 学 べ る 。
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〔授 業 につ い て〕

① 好 きな 教 科 ・科 目を あ げて くだ さ い。 複 数 回答 有

1位 体 育(204人)2位 文 書 処 理(i61人)3位

② 嫌 いな 教 科 ・科 目 を あ げ て く だ さ い。 複 数 回 答 有

1位 数 学(201人)2位 英 語(148人)

簿 記(96人)

3位 社 会(139人)

③ 「商 業」 の科 目で好 き な科 目 を あげ て くだ さ い。 複 数 回 答 有

1位 文 書 処 理(203人)2位 簿 記(126人)3位

④ 「商 業 」 の 科 目で 嫌 いな科 目を あ げて くだ さ い。 複 数 回答 有

1位 簿 記(166人)2位 流 通経 済(120人)3位

情 報 処 理(68人)

計 算 事 務(97人)

⑤ 「商 業 」 の授 業 に満 足 して い ます か.

お お よ そ 満 足 して い る 205人(46%)

少 し不 満 が ある 99人(21%)

大 い に満 足 して いる(楽 し い) 56人(13%)

大 い に不 満 で あ る 51人(ll%〉

⑥ 「商 業 」 の 科 目 の 中 で 、 こ ん な 科 目 が あ っ た ら い い な と思 う 科 目 を あ げ て く だ さ い 。

・ソ フ トや プ ロ グ ラ ム に 関 す る 科 目

・ニ ュ ー ス に 関 す る 科 目

・グ ラ フ ィ ッ ク デ ザ イ ン に 関 す る 科 目

・ビ ジ ネ ス マ ナ ー に 関 す る 科 目

・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関 す る 科 目

・販 売 接 客 に 関 す る 科 目

・福 祉 関 係 に 関 す る 科 目

・出 店 に 関 す る 科 目

・電 卓 の 活 用 に 関 す る 科 目

・デ ザ イ ン に 関 す る 科 目

・家 計 簿 の つ け 方 に 関 す る 科 目

・イ ン タ ー ネ ッ トの 活 用 に 関 す る 科 目

〔そ の 他 〕

① これ か らの 定 時 制 商 業 高校 に どの よ うな こ とを期 待 し ます か。 複数 回答 有

資格が取得できる 121人(27%) マ ナ ー 26人(6%〉

ク ラ ブ活 動,友 達 68人(15%) 恩 師,そ の 他 19人(4%〉

基礎学力 59人(13%) 教養 18人(4%〉

学校行事 42人(9鮒

就職先 35人(8%)

毎 日の 生活 の リズ ム をつ け る 30人(7%)

② 高校 卒 業後 の 進 路 につ いて どの よ うに考 え て い ます か 。

新 し く就 職 す るつ も りで あ る 99人(22%)

専門 学 校 へ の 進 学 を考 えて いる 79人(18%)

特 に考 え て いな い 64人(1覗}

しば ら くア ル バ イ トを行 う予 定 で あ る 54人(12%〉

現在 の 仕事 を続 け るつ も りで あ る 40人(7%)

大学 ・短 大へ の 進 学 を考 え て いる 29人(6%)

そ の他 35人(8%〉
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2ア ンケ ー トの 分 析

臼}中 学 生 に対 して行 った ア ンケ ー トの 分 析

高 校 を選 ぶ に あた って は、 大学 、 短 大 へ の進学 に有 利 な普 通 高校 が 、数 の上 で は 大半 で あ る 。

次 い で、 「高校 卒 業 後 は就 職 す る」 とい う こ とを 念頭 に 置 いて いる 生徒 に つ い て は、 「専 門 的

な知 識 が 得 られ る」 「資 格 が 取れ る」 とい う理 由 で、 商業 高校 を選 ん で い る傾 向 が読 み 取 れ る。

ま た、 商 業高 校 に望 む こ と につ いて は約20%の 生徒 が 「大 学 、 短 大 へ の進 学 指 導 」 と回答 し

て い る こ とか ら、 商業 高校 も大 学 な どを 目指 す こ とが で き る高 校 で あ っ て ほ し い、 との希 望 が

少な か らず あ る とい う ことが わ か る。

(2)中 学校 の 教 員 に対 して 行 った ア ンケ ー トの 分析

商 業 高校 は、 「就 職 に有 利 」 「資格 が取 得 で きる」 で は、 評価 され て い る が、 進 学 指 導 とな

る と、 中学 生 に対 す る ア ンケ ー トの 調査 結 果 に見 られ る よ う に、 生徒 に 商業 高校 につ いて 話 を

した教 員 は少 な い。 この理 由 と して は、 中学 校側 にお いて 商 業 高校 の詳 しい学 習 内容 や 学 校 の

雰 囲気 とい っ た もの が あ ま り認 識 され て いな い もの と考 え られ る。 この問 題 を解 決 す るた め に

は 、 も っ と、 中学 校 の先 生 や 生 徒 に 商業 高 校 の 教育 内容 や 特 色 な どにつ い て理 解 して知 っ て も

ら う働 き か け を行 う必 要 が ある。 以 下、 そ の た め に考 え られ る 具体 的方 策(既 に各 学 校 で 実 施

され て い る活 動 もあ る)を 示 す。

ア 体 験 入 学

学 校 説 明 会 の 際 、 中 学 生 に パ ソ コ ンや ワー プ ロな どの 教 育機 器 に直 接 触 れ て も ら い、 中学

生が 情 報 処 理 や 文 書 処 理 の実 習 体 験 をす る こ とを通 して 、 商 業科 目 の学 習 内容 や 雰 囲 気 な ど

を感 じ取 って も ら うよ うにす る。 そ の 際 、 自校 の特 色 を さ らに理 解 して も ら え る よ うな プ ロ

グ ラム が 盛 り込 ま れ て い れ ば よ り効 果 的 で あ る。 他 に も簿 記 や 計 算 事 務 を題 材 と した 内 容 の

実 習 も工 夫 次第 で実 習体 験 させ る こ とがで き る。 ま た 、商 業 に関 す る科 目 にか か わ らず 、 英

語 のLL機 器 を活 用 して の実 習 体 験 も 企画 で き る もの と考 え る。

イ 公 開講 座

学 校 近辺 の地 域 住 民 を対 象 とす る 公 開講 座 とは 別 に 、 中学 校 の 先 生 や 保 護 者 を 対 象 と した

商 業 教 育 及 び 商業 高校 の 特 色 を理解 して も ら う 目的 で 開催 す る もの で あ る 。 した が って 、 当

然 この 講座 ・内容 は商 業 に関 わ りの あ る もの を選定 す る。

ウ 授 業 ・学校 行 事 の 参 観

中 学 校 の 先 生 や 保 護 者 に普 段 の授 業や 代 表 的 な学 校 行 事 で あ る 文 化 祭 を参 観 して も ら い、

日常 の学 習 の様 子 や 盛 大 な 行 事 に取 り組 む 商 業 高校 生 の 生 き生 き と した 学 校 生 活 を 見 て も ら

うよ うにす る。

工 各種 競 技 大 会 の 開 催

都 立S商 業 高 校 にお い て は毎 年1回 、 小 中学 生 に対 して珠 算 競 技 大会 を 実 施 し て い る が 、

大会 に参 加す る 小 中学 生の 一 層 の励 み とな ってお り、 大 変 意 義 あ る もの に な っ て い る。

ま た、 都 立1商 業 高 校 で は 、電 卓 の競 技 大 会 を実 施 して いる が 、 大 会 の 開催 が学 校 の よ き

PR活 動 と して の 役 割 を果 た してお り、 大 変効 果的 で ある 。

これ らはす べ て 、 各 高 校 が 中学 校 の 生徒 、 先 生、 保 護 者 な どを 学 校 に 迎 え て のP良 活 動 で
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あ るが 、 そ れ だ け で は一 方 通 行 的 な 働 き か け で終 わ って しま うの で 、 逆 に高 校 側 か ら各 中学

校 に 出向 い て い く活 動 も必 要 で ある。

オ 中学 校 訪 問

文 字 通 り、 高 校 の 教 員 によ る 各 中 学校 へ の訪 問 で あ る。 訪 問 に際 して は、 自校 の 学 校 案 内

(パ ンフ レッ ト)、 ポ ス ター 、 ビデ オ を配 布 す るな ど して、 て いね いな 学校 紹 介 を行 いた い。

訪 問 の 際 に は 、 当該 中学 校 を 卒 業 して 現 在 自校 に 在学 して いる 生 徒 を 一緒 に連 れ て い き、

当時 の担 任 や 授 業 を担 当 した 先 生 と面 会 の上 、 高校 入学 か ら現 在 まで の 感想 を述 べ させ た り、

近 況 報 告 させ た りす れ ば先 方 に 喜 ば れ 大変 効 果 的 で あ る。

以 上 のPR活 動 は、 各 商 業 高 校 内 のす べて の 教 員 が 協 力、 分 担 して 継 続 的 で 計 画 的 に実 施 す

るの は 当然 で あ るが 、 そ の 全般 的 な 企画 、 実 施 当た っ て は特 定 の部 あ る いは 委 員 会 な ど を組 織

し、 そ の チ ー ム が 中心 とな って進 め て い くのが 効 果 的 で あ る。 例 え ば 、PR活 動 の 年 間 計 画 を

は じめ と して 、 体 験 入 学 や 公 開講 座 な どの 内容 の検 討、 中学 校 訪 問 で の 訪 問 地 域 及 び 学 校 の 選

定 、 訪 問 方 法 の 検 討 、PR用 学 校 案 内や ポ ス ター 、 ビデ オ の製 作 な ど につ いて の 取 り組 み で あ

る 。 この よ うな 地 道 な 広 報 活動 が 中 学校 の先 生 、 生 徒 、保 護 者 の商 業 高 校 へ の 理 解 につ な が る

もの と考 え る。

(3)全 日制 商 業 高校 の 生徒 に対 して行 った ア ンケ ー トの分 析

商 業 高校 に 対す る イ メ ー ジ は、 入 学 前 と入 学 後 とで は ほ とん ど変 わ りは な く、 いず れ も 「就

職 が で き る」 「資格 をた くさ ん取 得 で き る」 が圧 倒 的 に多 い。 また、 好 きな 商業 科 目 と して は、

簿 記 、 ワー プ ロ、情 報 処 理 と実 務 に か かわ る 資格 取得(検 定)科 目が 多 い。 これ ら の科 目は 、

検 定 試験 合 格 と い う 目標 が学 習 の 一つ の 励 み にな る こ と、 学 習 結 果 が 目に 見 え て現 れ 、 合格 す

れ ば 自信 を もつ こ と につ な が る とい う理 由 によ る もの と思 わ れ る。

希 望す る進 路 は、 半数 以 上 の 生徒 が 就 職 で あ り、 商業 高校 の 特 徴 を 示 して いる 反 面 、就 職 以

外 の 希 望 の 生 徒 も半 数 近 くお り、 公 務 員 の 受 験 指導 や 進 学 指 導 もお ろ そ か に で きな い こ とを 物

語 っ て い る。

在 籍 して い る学 科 につ い て は、 約28%の 生 徒 が 満足 して いな い と回 答 してお り、 これ は特 に

商業 科 以 外 の学 科 に在 籍 して い る生 徒 に多 い。 ま た 「変 更 した い」 と約 半数 の 生 徒 が 回答 して

お り、 この 点 にお い て は現 シス テ ム で は 他 の学 科 に変 更 で きな い こ とが 、 小学 科 制 の 一 つ の 大

きな 問 題 点 とい え る。

(4)全 日制 商 業 高 校 の 商 業 の 教 員 に対 して行 った ア ンケ ー トの分 析

学 校 週5日 制 の 実 施 とか か わ って 、3年 間 の 履 修 単 位 数 は減 少 して い く もの と考 え られ るが

商 業 科 にお いて も生 徒 の 適 性 や 興 味 ・関心 な どの 多様 化 に対 応 す るた め 、 基 礎 的 必 修 科 目 を厳

選 し、 幅 広 く選 択 科 目 を増 やす 必 要 が あ る と い う見解 が窺 え る。

ま た 、 資 格 取 得 に つ いて は 、 生徒 側 の 意 向 とは 異 な り、 教 員 側 で は 「検 定 試 験 に と らわ れ ず

そ の 教 科 の 内 容 の 深化 を 図 る」 とい う意 見 も多 数 あ り、 教 わ る もの と教 え る もの との 意 識 の 違

いを感 じさ せ る。 た だ 、検 定 の 本 来 の趣 旨は授 業 の到 達 度 の 確 認 の た め の もの で あ り、 この 点

を踏 ま え た指 導 で あ れ ば教 員の 否 定 的 な 意 見 も変 わ って くる もの と思 わ れ る。 検 定 で 基本 的 学
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習 内容 を理 解 し、 そ こで 得 た 知識 、 技 術 を土 台 に現 場 実 習 や 自 らの テー マ を設 定 して の 研 究 へ

と進 ん で い け ば、 よ り専 門 性 の深 化 へ とつ な が る もの と考 え る。

(5)定 時 制 商 業 高 校 の 生徒 に対 して行 った ア ンケ ー トの 分析

志 望 動 機 につ いて は、 全 日制不 合 格 の た めや む を得 な く定 時 制へ 入 学 して く る生 徒 が ほ とん

どで あ る。 基 礎 学 力 の 充 実 が 一つ の大 きな課 題 といえ る。

商 業 科 目 につ いて は 、 高校 に入 学 して 初 め て学 習 す る 科 目で あ る と い う こ とで 、 生 徒 も大 き

な 期 待 を も って いる。 簿記 につ いて は 、好 き嫌 いが いず れ にお いて も多 数 を 占め て いる の が 特

徴 とな って いる。 そ の 嫌 いな 最 大 の 要 因 と して は、 学 習 時 間 が確 保 で きな い こ とが 、 簿 記 の 学

習 内 容 の 発 展 的 な 理 解 の妨 げ にな って いる こ とだ と考 え られ る。

ワー プ ロは 全 日制 の 生徒 同様 、 好 き な科 目の 筆 頭 とな って い る。 商 業 科 目の 授 業 全般 に 対 す

る期 待 につ いて の評 価 は、 大 半 の 生 徒 がお お むね 満 足 して い る とい うの が 現 状 で あ り、 先 生 方

の 熱心 な指 導 の成 果 で あ る と考 え られ る。

これ か らの 商業 高 校 に対 す る期 待 に つ いて も全 日制 の 生徒 同様 、 「資格 の 取 得」 と と らえ て

お り、 この学 習 領域 にお け る一 層 の 指導 の充 実 を図 らな けれ ばな らな い。

卒 業 後 の進 路 につ い て は、 新 た な就 職や 専 門 学 校 へ の 進学 を望 ん で いる 生 徒 が 多 く、 多様 化

の傾 向 が 見 られ る。

皿 生徒の多様化 に対応 した教育課程(全 日制課程)

1教 育課 程 の変 遷

商 業 高校 にお け る教 育 課 程 は 、過 去 、1年 次 に基礎 を学 習 し、2年 次 よ り一 人 一 人 の進 路 ・

適性 な どに よ り各 コー ス に分 か れ て 学習 す る と い う類 型 制が 主 流 を 占め 、そ の 後、 類 型制 よ り

も更 に 専 門性 の深 化 を 図 るた め に 、 それ ぞ れ の 学 科 が 明確 な 目標 を 掲 げ た 小学 科 制 に 移行 す る

よ うに な り、 そ れぞ れ 時 代 の 変 化 に 対応 して きた。 類 型 制 ・小 学 科 制 とも に 生 徒 が 希 望す る進

路 の 実 現や 一 人 一 入 の適 性 を更 に伸 ばす た め には効 果 的 な教 育 課 程 で あ る。 そ れぞ れ の特 色 は

以 下 の 通 りで あ る。

類型制 1年 次 2年 次 3年 次

共通
基礎科 目

Aコ ー ス

Bコ ー ス

Cコ ー ス

1年 次 は 基 礎 を 共 通 で 学 習 し 、2年 次 よ り コ ー ス を 選 択 す る た め 、 生 徒 一一 人 一 人 の 希 望 す

る 進 路 や 適 性 な ど に そ っ た 形 で 学 習 で き る 。
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小学科制 1年 次 2年 次[3年 次 コ

1

A学 科

」
IB学 科

一
C学 科I

I

入 学 時 よ り明確 な 学 科 目標 を掲 げ て、 そ れ にそ った学 習 をす るの で 、 類 型 制 よ り も専 門 性

が深 化 さ れ 、 今 ま で 高 校 生 で は取 得 で きな か った よ うな 高度 な 資 格 も取 得 可能 とな る。

2こ れ か らの 教 育 課 程 の 一考 察

21世 紀 を む か え よ う と して い る今 日、 時代 の変 化 と とも に教 育 界 を 取 り巻 く社 会 情 勢 は 大

き く変 化 して き て い る。情 報 化 や 国 際化 が ます ます進 み 、 人 々 の価 値 観 も多 様 化 して き て い る。

教 育 課 程 にお い て も、 社会 の変 化 と 生徒 の 多様 化 に対 応 す る た め に 、 選択 科 目を 多 く取 り入 れ

1 た新 しい教 育 課 程 が求 め られ る よ う にな
って いる。

玉。21世 紀 を 担 う人 材 とは

① 一 人 一 人 の 特 性 を 生 か し社 会 に貢 献 で き る 人 材。

② あ らゆ る 変化 に 対応 で き る た く ま しい人 材 。

③ ボ ラ ンテ ィ ア 精神 に あふ れ た 人 材。

2.こ れ か らの キー ワ ー ド

① 情 報 化:コ ン ビx一 タ ネ ッ トワー ク、 マ ル チ メデ ィ ア社 会 の到 来 。

② 国 際 化:グ ロ ー バル 社 会 の到来(世 界 の 一 体 化 と国 際競 争 の激 化)。

③ 多 様 化:価 値 観 の多 様 化 。

3.専 門 高校 と して の 商業 高 校 の 役割

① 生 涯 学 習 時 代 に耐 え うる 基 礎 ・基 本 の重 視。

② 他 学 科 と異 な る 教 育 メニ ュー の提 供(専 門 性 の深 化)。

③ 生 徒 の希 望 に叶 った 進 路 の実 現 。

④ 後 期 中等 教 育 を修 了す る 満 足感 ・充 実感 。

以 上 の 事項 を踏 ま え 、 生徒 の 多 様 な ニ ー ズ に応 え るた め に、 新 教育 課 程 で は 、 「専 門性 の深

化」 と 「選 択 幅 の拡 大 」 とい う相 反 す る こ とを、 同時 に、 いか に取 り入 れ て い くか が 問題 とな

る。 そ の意 味 で 「総 合 選 択 制 」 の 教 育 課程 が望 ま しい と考 え る。 イ メ ー ジ と して は次 の通 りで

あ る。
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・共 通 必 修

・コ ー ス 必 修

・自 由 選 択

・共 通 必 修

'コ ー ス 必 修

・自 由 選 択

Bを 中心 に学 習 す る コー ス

・共 通 必 修

'コ ー ス 必 修

・自 由 選 択

・共 通 必 修

・コ ー ス 必 修

・自 由選 択

・共 通 必 修

・コ ー ス 必 修

・自 由 選 択

・共 通 必 修

'コ ー ス 必 修

・自 由 選 択

ω 「総 合 選 択 制 」 の教 育 課 程 の 特 色

ア 「産 業 社 会 と人 間 」 を各 学 年 に1単 位 ず つ 共 通 必 修 と す る。

選 択 の幅 が 広 が れ ば広 が る ほ ど、学 習 動 機 づ けの 工 夫 が必 要 とな る。 自己 の進 路 ・適 性 な

どを しっか り見 つ め、 将 来 に対す る 明確 な 目的 意 識 を 身 に付 け させ 、 そ れ に合 った 選 択 を さ

せ る必 要 が ある。

また 、 進路 先 も以 前 よ りも 多様 化 して き て お り、 生徒 一 人 一 人 の価 値 観 の 多様 化 に応 じた

進 路 指導 が 求 め られ て いる。 この よ うな 状 況 の 中 で、 職 業 内 容 の 理 解 を 深 め 、 自分 の 力 で 進

路 を 選択 し、 社 会 の変 化 に対 応 しな が ら職 業 生涯 を全 うす る能 力 の 育成 が必 要 とな る 。 従 来

はHR活 動 な どで行 っ て いた 科 目ガ イ ダ ン ス を、 「産 業 社 会 と人 間」 と して 教 育 課 程 に 位 置

付 け て指 導 して い く。

イ 必 修 科 目は 少 な め に して 選 択 幅 を広 げ る。

生徒 の 多 様 な ニ ー ズ に応 え る た め に は、 よ り細 か な 選択 が必 要 で あ る。 そ れぞ れ の コ ー ス

は あ く まで もモ デ ル で あ る。 そ の コ ー スが 強 制 的 に押 しつ け られ な い よ うに 、 同 じコー ス の

中で も多 様 な 選 択 が 可 能 にな る よ うにす る。

ウ 選 択 科 目を2、3年 次 の 両 方 に置 く。

2年 次 に選 択 で きな くて も、3年 次 に選 択 で きる よ うにす る こ と によ り、 生徒 の 多様 な ニ

ー ズ によ り細 か く応 え る こ とが で き る
。

エ3年 次 にす べ て の 科 目の統 合 的 な 科 目を 置 く。

教 育 課 程 を編 成す る 上 で、 選 択 幅 が 広 くな っ た か ら とい って 、 そ れ ぞ れ の コー ス が 全 く違

う方 向 へ 進 む の で は な く、 最 終 的 には 統 合化 され な けれ ば な らな い。 そ の 意 味 で 、3年 次 に

「総 合 実 践 」 と 「課題 研 究 」 を統 合 化 の科 目 と して 位 置 付 け、 共 通必 修 科 目 と した。
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(2〕 各 コー ス の 目的 と特 色

ア 経 理 ・会計 を 中 心 に学 習 す る コ ース

主 に簿 記 ・会 計 に 関 す る 分 野 につ い ての 学 習 が 中心 とな る。 取 引 を正 確 に記 帳 す る こ とか

らは じま り、財 務 諸 表 の 作成 、経 営 分析 な ど を学 習 し、企 業 の経 営 管 理 能 力 の育 成 を 図 る こ

とを 目的 とす る。 将 来 、 経理 担 当者 ・原 価 計 算 担 当者 に な りた い者 、 更 に税 理 士 や 公 認 会 計

士 を 目指 す た め の 基礎 を 身 に付 け た い者 に も適 して いる。 全 商簿 記 検 定1級 ・日商簿 記 検 定

2級 合 格 を 目標 と し、検 定取 得 に よ る大 学 ・短 大 へ の 推薦 入 学 希 望 者 に も適 して い る。

イ 情 報 処 理 を 中 心 に 学 習す る コ ース

主 に情 報 処 理 の分 野 に つ い て の学 習 が 中心 とな る。 産 業 社 会 にお ける 高 度 情 報 化 の 進 展 に

対 応 す る こ と を 目 的 とす る。 コ ン ピ ュー タ に関 す る基 礎 知 識 を 習 得 す る こ とか ら は じ ま り、

コ ン ピ ュー タの 利 用 技 術 の習 得 、 更 に情 報処 理 技 術 者 を 目指 す 者 に も適 して いる。 全 商 情 報

処 理 検 定1級 合 格 を 目標 とし、 通 産 省 情 報処 理 技 術 者 試 験2種 ・初 級 シス テ ム ア ドミニ ス ト

レー タ合 格 も 目指 す 。

しか し、 必 ず しも全 員 が情 報 処 理 技 術 者 を 目指 して い るわ けで は な く、 選 択 の 仕 方 によ っ

て は 、 一 般 事 務 担 当者 にな りた い者 に も適 して い る。

ウOAビ ジネ ス を 中心 に学 習 す る コー ス

企 業 のOA化 に対 応 で きる 技 術 を身 に付 け る こ とを 目的 と し、 一般 事 務 職 を希 望 す る 者 に

向 いて いる 。 この コー ス で は 、 特 にOA機 器 を 利用 す る技 術 を身 に付 け る た め 、 ワー プ ロ ・

表 計 算 ・デ ー タ ベ ー ス な どの ア プ リケ ー シ ョン ソ フ トを使 い こな せ る よ うに す る。 全 商 ワー

プ ロ検 定2級 ・全 商 コ ン ピュ ー タ 利用 技 術 検 定2級 合 格 を 目標 と し、 更 に全 商 ワー プ ロ検 定

1級 、 日商 ワー プ ロ検 定1級 、2級 や 全 商 コ ン ピ ュー タ利 用技 術 検 定1級 合 格 も 目指 す 。

工 経 営 ビジ ネ ス を 中 心 に学 習 す る コ ース

商 業 一 般 の 幅 広 い 知 識 を習 得 す る と と もに 、 これ まで の 商 業 高 校 の教 育 内 容 を 発 展 させ 、

流 通 ・企 業経 営 に着 眼点 をお き、 一 企 業 人 と して の 知 識 マ ナ ー を 身 に付 け る こ とを 目的 とす

る。 特 に企 業 にお け る コ ミュニ ケー シ ョン能 力 を養 う こ とに重 点 を置 き、 言 葉 遣 い ・身 だ し

な み は も ち ろん 、 販 売 にお け る心 構 え ・正 確 に文 書 を作 成 す る能 力な ど も育 成 す る。 各 協 会

主 催 の 秘 書 検 定 ・全 商 商 業 経 済 検 定 合 格 、 更 に 日商販 売士 検 定 や 全 商 ワー プ ロ検 定 な ど に も

対 応 で き る よ う にす る。

オ 国 際 理 解 を 中 心 に学 習 す る コー ス

人 ・物 ・情 報 の 国 際 的 交 流 が ます ます 活 発 化 して い る今 日 の 国 際化 社 会 に対 応 す る た め 、

商 業 を通 して 、 国 際的 な 視 野 に 立 って 思考 し、 行動 しうる 力 を養 う こ とを 目的 とす る。 また 、

外 国 人 との コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン手段 で あ る外 国 語 、 そ の 中 で も世界 の公 用 語 で あ る英 語 を 話

す 力 ・読 ん で理 解 す る カ を 身 に付 け る こ と も 目的 とす る。 全 商英 語 検 定1級 ・実 用 英 語 技 能

検 定2級 合格 を 目標 と し、 英 語 の語 学 力 を 生 か した就 職 や 、 大 学 ・短 大 な どへ の 進 学 を 希 望

す る 者 に適 して い る。
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曜

(全 日制 課 程)教育課程表

1年 2年 3年
教 科 科 目 必修 △選択 必修 ☆選択 ◇選択 必 修10選 択i□ 選択 履修単位

国 語1 3 l! 3

国 語 皿 a a 噛 4

国 語 国 語 表 現
一

z z i o-z

現 代 文 3 3 0-3

現 代 語 a a 0-Z

古 典1 a a o-i

地 理歴 史

世 界 史A

日 本 史A
一 a !a

a

a

o-z

地 理A 2-「

一

0-2

現 代 社 会 3 1
3

公 民 倫 理 z a o-z

政 治 経 済 z

G

L o-2

数 学1 3
し

3

数 学 数 学II
匿

a z

数 学A z
一

a o-z
,

数 学B
一

a o-z

総 合 理 科 3 0-3

物 理IA 2 a o-z

理 科 化 学IA a z

生 物IA a 」
}

z

地 学IA a
一 一

」 o-z

保 健 体 育 体 育 2 a 3 7

保 健 1 i
一

z

音 楽1 2 z 1 0-2

音 楽II z z1 0-?

芸 術 美 術1 a一 z o-z

美 術II z z o-z

書 道1
一

z a o-z

書 道II z Fz 0-2

英 語1 3 一 3

英 語II 3 3

オーラルコミュニケー'13ンA a z

外 国 語 オーラIVYミュニケーノヨンB

一

z o-z

リー デ ィ ン グ 3 3 0-3

ラ イ テ ィ ン グ 3 3 0-3

LL演 習
一

z z 0-2

家 庭 一 般 z z 4

家 庭 生 活 一 般
一
3 a-.3

被 服 z

一

a 0-2

食 物 a 2 o-z

総 合 産業社会と人間 1 1 1 3

普 通 科 目 合 計 20 21-24 1V-22 v7-66

軽理・会計を 陥 魍を OAヒ ノ 不スを 融 ピノ不スを 国腿酸

教 科 科 目 中櫨 轄 するコース 中戚 轄 するコース 中vに摺 するコース 軌 群 習する]一ス 中む畔 欝 るコース 履修
1年 2年 3年 2年 3年 2年 3年 2年 3年 2年 3年 単位

流 通 経 済 z 2

簿 記 3 3 dt3 口3 ☆3 口3 u3 口3 ☆3 口3 3-G

情 報 処 理 3 ☆3 口3 3
「

3 ☆3
一

Q3 ☆3 口3 3-G

計 算 事 務 z ☆3 口3 ☆3 口3 ☆3 Q3
一

☆3 Q3 ☆3 口3 z-s・ 冒
, 幽

総 合 実 践 3 3 3 3 3 3

課 題 研 究 z
一

z a
一 一

z 2 a

商 品 口3 Q3 口3
.

Q3 口3 0-3

マー ケテ ィン グ 口3
一

口3 Q3
・ 一

口3 C3 0-3

商業デザイ ン 口3 Q3 口3 口3 Q3 0-3

商 業 経 済 口3 口3 口3 3 口3 a-a

経 営 口3 口3 Q3 3 口3 a-a

商 業 商 業 法 規 口3 Qs 口3 Q3 口3 a-a

英 語 実 務 ☆3 口3 ☆3 [コ3 ☆3 口3 ☆3 Q3 .3
a-a

国 際 経 済 口3 Q3 口3 Qs 3 G-3

工 業 簿 記 3 ☆3 m ☆3 口3 ☆3 口3 ☆3 口3 a-a

会 計 3 Q3 口3
■

日3G 口3 a-a

税 務 会 計 口3 口3 巳3 口3 口3 o-3

文 書 処 理 ☆3 口3 ☆3
一

口3 3 3
一

☆3
一

〔コ3 3 0-6

プ ログラ ミン グ ☆3 〔コ3 3一 ☆3 Q3
一

☆3
一

Q3 u3 口3 0-3

情 報 管 理 口3
・

3一 Q3 Q3 口3 a-s

経 営 情 報 as 口3 口3
.

口3 口3 a-a

ビジネス基礎 dr3 Q3 ☆3 口3 ☆3 口3 s ☆3 口3 a-3

エンドユーザ
「 ・

コンピ ューティンク Q3 3一 3一 Q3 口3 口3 0-3

商 業 科 目 合 計 10 c‐s 8-14 G-9 8-14 G-9 8-14 G-9 a-14 6-9 8-14 24-33
ホ ー ムル ーム 活 動 1 正 i i 1 i 1 1 1 1 1 3

ク ラ ブ 活 動 1 i 1 1 1 i 1 1 1 1 1 3

合 計 32 32 32 32 32 32 32 3Z sz 32 32 96
・選 択 方 法ミ択 方 法

1年 次.△1つ 選 択

2年 次 ◇2つ 選 択 ☆1つ 選 択(普 商選 択)]1つ 選 択

3年 次 ○ ・2つ 選 択 ロ2つ 選 択(普 商選 択)]1つ 選 択

(2年 次 に履修 した選択 科 目は 、3年 次 では選択す る ことが できな い)
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IV生 徒 の 多様化 に対応 した教育課程(定 時制課程)

1定 時制 の現 状

現 在 、 定 時 制 商 業 高校 に は 、不 本 意 で入 学 した 者(定 時 制 を第1志 望 と しな い 者)、 全 日制

か ら の転 編 入 者 が 多 く在籍 してお り、 こ う した 生 徒 の 中 に は意 欲 的 に学 校 生活 を取 り組 ん で い

る者 も い る反 面、 日常 の授 業や 学 校 行 事 に対 して 興 味 ・関心 が もて な い者 も い る。 基 礎 学 力 面

で も、 文 章 理 解 力や 計算 力な どの 差 が大 き く、 一 斉授 業 の展 開 が 困 難 な 場 合 も 多 い。 進 路 面 で

は近 年 、 大 学 ・短 大 、 専 門 学 校 へ の 進 学 を希 望 す る 者 も増 え る傾 向 に あ り、 定 時 制 にお い て も

高 学 歴 志 向 に あ る。 こ う し た状 況 の 中で 、 教 科指 導 面 で はテ ィー ム テ ィー チ ン グや 習 熟 度 別 学

習 によ る授 業 を多 く取 り入 れ 、 生 徒 個 々 の 興 味 ・関心 ・意 欲 を高 め る 授 業 の 展 開 を は か る 工 夫

を行 って いる。 また 進 路 指 導 面 で は 、 生 徒 の適 性 や 進 路 希 望 に沿 った 進路 指 導 の充 実 の た め に

進路 部 を は じめ 学 年 担 任 団 によ る 、 きめ 細 か な指 導 を行 って い る。

今 年 度 の 教 育研 究 員 は 、 生 徒 の 多様 化 に対 応 す べ く商 業 高 校 の 在 り方 を 探 る と と も に、 そ の

活性 化 の 一 方 策 と して 「総 合選 択 制 」 に よ る教 育 課 程 を 中心 に 研究 を進 め て き た。 「総 合選 択

制」 に よ る教 育 課程 は 、 生徒 個 々 の興 味 ・関 心 ・意 欲 を 高 め る効 果 が期 待 で き る ば か りで な く

従 来 の定 時 制教 育 の特 色 で あ る 生徒 個 々 に対 す る きめ 細 か な指 導 と結 び つ け て い く こ とに よ り

よ り専 門的 知 識 を も っ た職 業 人 を育 成 をす る上 で も有効 な方 策 と思 わ れ る。 な お 、 教 育 課 程 の

作 成 に あた っ て は、 次 の点 に留 意 した。

①

②

③

1学 年2学 級 をモ デ ル と して考 えた 。

1・2学 年 にお いて 、 将 来 の 職 業 の選 択 決 定 に必 要 な 能 力 ・態 度 を 育 成 す る 科 目 と し

て 「産 業 社会 と人 間」 を設 置 した 。

1・2学 年 を 基 礎学 習期 間 と し、3・4学 年 で は 生 徒 自 らの適 性 ・進 路 な どに あ わ せ

て履 修 で き る よ う多 くの 自 由選択 科 目を配 置 した。

2.こ れ か らの教 育 課 程の 一 考 察

(11「 総 合 選 択 制 」 の教 育 課 程 の 特 色

この 教 育 課 程 の 特 色 の 一 つ は、1・2年 次 にお いて 「産 業 社 会 と人 間 」 を取 り入 れ た こ と で

ある 。 この 科 目 は、 自己 の 在 り方 生 き方 を 探求 す る と い う観 点 か ら、 自己 啓 発 的 な 体 験 発 表 や

討 論 な どを 通 じて 、 生 徒個 々 が 自己 の理 解 を深 め て い く と と も に、 自 らの 将 来 像 を描 いて い く

過 程 の 中で 職 業 の 選 択 決 定 に必 要 な 能 力 ・態 度 を育 成 す る こ とを 目標 とす る。 この 科 目を 踏 ま

え て 、3・4年 次 に お ける 自由選 択 科 目の選 択 決 定 に 際 し、 生 徒 自 らが 自主 的 ・主 体 的 に 取 り

組 め る よ う指 導 して い く。 ま た、 この科 目 は 「そ の 他 の 教科 ・総合 」 と して位 置づ け 、す べ て

の教 員 が担 当す る こ と によ りそ の効 果 を高 め て い く こ と も狙 い と して い る。

も う一 つ の特 色 は、3・4年 次 にお いて 普 通 科 目 ・商 業科 目の 中 か ら複 数 の 自由選 択 科 目を

設 置 し、 生 徒 自 らが 自主 的 ・主 体 的 な 学 習 活 動 に 取 り組 め る よ う工 夫 を 凝 ら した こ とで あ る。

これ に よ り教 科 ・科 目の専 門 性 の 深 化 を 図 る こ とが で き る ばか りで な く、 生徒 個 々 の進 路 に対
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T

応 した 科 目選 択 が可 能 とな る。 な お 、 自由 選択 科 目の 履 修 に 際 して は、 ガ イ ダ ンス や個 別 指 導

に よ り、 生 徒 の 適 性 ・進 路 な どに あ わ せ た モ デ ル プ ラ ン を作 成 させ て い く こ とが 大 切 で あ る。

また 「総 合 選 択 制 」 に よ る教 育 課 程 に 対 して 、保 護 者 や 地 域 社 会 との 連携 を 図 っ て い く こ と も

重 要 で ある 。 具 体 的 に コー ス 別 の モ デ ル プ ラ ン を示 した の が(2)ア ～ ウ で あ る。

(2)各 コー ス の 目的 と特 色

ア 商 業 基 礎 コー ス

この コー ス は 、 商 業 の 基 礎 を 固 め た い者 に適 して いる。 全 商 ワー プ ロ検 定3級 ・珠 算 検 定

3～6級 ・簿 記 検 定3級 な どの 資格 取 得 を 目安 とす る。 ワー プ ロ技 能 や 商 品販 売 に 関す る 科

目を 選 択 し、 流 通 業 や サ ー ビス 業 の 仕組 み を学 ん だ り、 日常 業務 にお け る処 理 能 力 を養 う こ

とが で き る 。 例 え ば、 流 通 経 済 分野 を学 習 した い生 徒 は次 の よ うな プ ラ ン が考 え られ る。

灘 黙 鵬 壽 綴1嚇 瓢 処理■
イ 商 業 専 門 コ ー ス

こ の コ ー ス は 、 商 業 の 専 門 性 を 深 め た い 者 に 適 し て い る 。 全 商 簿 記 検 定2級 以 上 ・ワ ー プ

ロ 検 定3級 以 上 ・情 報 処 理 検 定2級 ・コ ン ピ ュ ー タ 利 用 技 術 検 定2級 以 上 を 学 習 す る 。 ワ ー

プ ロ技 能 や 会 計 ・プ ロ グ ラ ミ ン グ と い っ た 専 門 的 知 識 ・技 術 に 関 す る 科 目 を 多 く選 択 で き る 。

ま た 、 専 門 学 校 へ の 進 学 に も 対 応 で き る 。 例 え ば 、 会 計 分 野 を 学 習 した い 生 徒 は 、 次 の よ う

な プ ラ ン が 考 え ら れ る 。

3年 次:現 代 文(2)・ 会 計(2)・ 文 書 処 理(2)

4年 次:オ ーラルコミュニケーションB(2)・ 商 品(2)・ 工 業 簿 記(2)・ 文 書 処 理(2)

ウ 進 学 コ ー ス(大 学 ・短 大 進 学)

こ の コ ー ス は、 経 営 ・商学 ・会 計 ・情 報 な どの 大学 ・短 大 へ 進 学 を希 望 す る者 を対 象 とす

る。 全 商 簿記 検 定1級 ・情 報 処 理 検 定1級 ・コ ン ピュー タ利 用 技 術 検 定1級 な ど 上位 の 検 定

合 格 を 目標 とす る。 現 代 文 や 英 語 な ど普 通科 目に重 点 を置 く こ と もで きる し、 会 計 また は情

報 処 理 に対 す る 高 度 な 知 識 を習 得 で き る科 目選 択 も 可能 で あ る。 例 え ば 、 経 営 学 部 に進 学 を

希 望す る 生 徒 で は 、 次 の よ うな プ ラ ンが 考 え られ る。

1獺 袋妾1　:1:;畷;膜 灘 薩 灘 墨 璽罰1

3ま とめ

「総 合選 択 制」 に よ る教 育 課 程 は、 多様 化 す る 生徒 の 興 味 ・関 心 ・進路 希 望 な ど に対 応 す る

こ とが で き、 生徒 個 々 の潜 在 的 な 能 力 ・態 度 な どの伸 長 をは か る 上 で 有効 な もの と考 え る。 今

後 、 こ う した 教 育 内 容 ・方 法 の 改 善 を進 め る と同時 に、 社 会 人 講 師 な ど地 域 社 会 の 教 育 力 を取

り入 れ て い く こ と に よ り、 さ ら に充 実 した 定時 制 商業 高校 に して い く こ とが で きる と考 え る。
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教育課程(定 時制課程)

教 科 科 目

共 通 商業基礎 コース
見 商業専門コース 進 学 コ ー ス 履 修

単 位1年 2年 3年 4年 3年 4年 3年 4年

国 語 国 語1 z z 4

国 語 皿 z 2 z z z zJ 4

国 語 表 現 ☆2 Qz 0-4

現 代 文 ☆2 口2 ☆2 ロ210-4

地 歴 世 界 史A 2 121 ヨ
i

日 本 史A Qz Qz ◎20nz

地 理A 2 12

公 民 現 代 社 会 2 z z z z z a
i

数 学 数 学1 z 2 a

数 学 皿 ☆2 ☆2 ☆2 0-2

数 学A Qz Qz 〔コ2 Q-2

理 科 物 理IA 口2 QZ Uz o-?

化 学IA z z
}一 一 一

2

生 物IA z 1 2

保健体育 体 育 2 z z z z z zz s

保 健 i 1 2

芸 術 音 楽1 oa 0-2

美 術1 Oz o-z

書 道1 02 0-2

外 国 語 英 語1 Z 2 4

英 語II 02 Q2 oa Qz Oz Qz a-a

オーラ,口 ニュ7一ションA 2 Oz 2 02 2-4

オーラルコ 二17一 ションB 02 oz d-2

り 一 テ rン グ Oz Oz 02 OOz a-a

家 庭 家 庭 一 般 2 2 z z 2 z 4

総 合 産 業 社 会 と 八 間 1 1 2

普通 科 目合計 14 14 14-16 io-iz 14-16 10-14 12-16 io‐is 52-60

商 業 流 通 経 済 2 2

簿 記 2 3 oz Oz oz 02 J-ff

情 報 処 理 3 1
3

計 算 事 務 2 02 Oz 02 ozioz oz Z-c

総 合 実 践 2 z z 2

課 題 研 究 2 z z 2

商 品 02 oz 0-2

マ ー ケテ1ン グ 02 02 oz oz a-a

敵 テ.ザ イン oz oz oz 02 a-a

商 業 法 規 2 z z 2

工 業 簿 記 oz 02 02 z oz a-4

会 計 ◎2 02 OO2 02 U2 Q-4

税 務 会 計 02 a-z

文 書 処 理 02 oz oz oz ◎2 a-a

プ ログ ラミング 02 一 〇2 一CoU2 Oz oz 0-4

情 報 管 理 ◎2 oz 0-2

経 営 情 報 Oz Cod2 a-z

ビ ジ ネス基鍵 o'1 oz 0-2

エン ト'ユ ーザ

コンピ ュ・テ1ン グ

一 〇z 一 〇2 Oz a-a

商業 科 目合 計 6 6 4-6 8-10 4-6 6-10 4-8 4-10 2a-28

ホームルーム活動 ユ 1 1 1 1 1 i 1 4

ク ラ ブ 活 動 i i 1 1 i i 1 1 4

合 計 22 22 22 22 22 zz zz zz ss

選択方法

*共 通1・2年 次:◇=そ れぞれ1科 目ずつ選択する.

*コ ース別3・4年 次

3年 次:☆ …1つ 選 択 ○ …2つ 選択

4年 次:ロ …1つ 選 択 ◎ …3つ 選択

*商 業専 門コースにおいて、情報処理 を専攻 する場合は 「プログ ラ三ング と 「エンドユザ]ン ヒ。ユーティング 」 を3・4年 次 の 選 択必 修 とす る
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V年 間指 導計画案

1年 間 指 導 計 画 案 〔1)

(1)科 目 産 業 社会 と入 間

(2)対 象学 年 等1学 年1単 位

(3)指 導 目 標

① 自己 を見 つ め 自分 の 将 来 につ いて考 え る こ とに よ り、 自分 の 生 き方 を主 体 的 に考 え る

態 度 を育 成 す る。

②2年 生 か らの 科 目選択 が 的確 に で きる よ うにす る。

③ 望 ま し い職 業 観 ・勤 労 観 を養 う。

④ 地 域 社 会 と積 極 的 にか か わ る こ とに よ り、 商 業 高校 に対 す る理 解 を深 め る。

(4>実 施 上 の 留 意 点

科 目の性 格 上 、特 定 の教 科 が受 け もつ ので は な く、す べ て の教 科 の 教 員 が担 当す る。 ま た、

ホ ー ム ル ー ム 担 任 の 協 力 が 必 要 な た め、 全 ク ラス 同 日の 同時 間 に開 講 す る。

(5)年 間 指 導 計 画 案

学期 月 項 目 時数
↓

学 習 の 内容

一

留 意 点 一

1 4 ・自 己 の 適 性 と 3 ・オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

1

自己理解 (科 目紹 介 、 担 当 者 紹

介 、 入 学 動 機 調 査)

・自 己 理 解 、 自 己 分 析 ・自 己 診 断 表 を 配 布 す る 。

・自 分 史 の 作 成 ・自 己 診 断 表 を も と に 作 成 さ せ る
。

5 4

・マ ナ ー を 身 に ・ペ ン 習 字 の 練 習 ・練 習 帳 を 使 用 す る 。

6 付 け る 4 ・ 身 だ し な み 、 挨 拶 、 ・ビ デ オ を 活 用 す る。

お 辞 儀 な どの練 習

・校 舎 案 内模 擬練 習 ・生 徒 ど う しで 交 互 に案 内役 を さ

せ る 。

・友 人 の 紹 介 ・3人 ペ ア で 交 互 に 行 う。

z 1 〈来校企業の案内〉

2 9 ・進 路 と コ ー ス 4 ・科 目選 択 ガ イ ダ ンス ・一 斉 に 行 い 、 モ デ ル コ ー ス を 提

選択 示 す る 。

・科 目選 択 予備 調査 ・個 別 相 談 を 実 施 し、 保 護 者 に も

連 絡 を と る 。

・授 業 見 学 ・2年 生 の 授 業 を 中心 に見 学 す る
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2 10 ・望 ま し い 職 業 4
i

・社 会 人 、 専 門 学 校 講1 ・進 路 部 と 協 力 し、 一 斉 に 行 う。

観勤労観を養 話 と感 想 文
1

う ・OB 、OG講 話 と 感i・ 進 路 部 と 協 力 し、 一 斉 に 行 う.

想文1

11 4 ,科 腿 択 決 定 一 履 修Lカ ウ ンセ リ ング も行 う.

計 画 表 の 作 成 ト
旨
i

・進 路 講 話 と感 想 文 ・一 斉 に 行 う
。

12 2 <生 徒 に よ る 中学 校 訪

問 の実 施 〉

3 1 ・ ま と め 4

一丁一

・ラ イ フ プ ラ ン 表 の 作 ・自 己 診 断 表 な ど を 参 考 に 作 成 さ
1

成 とク ラ ス発 表 せ る 。

2 4

3 1

2年 間 指 導 計 画 案 〔z)

(1)科 目 ビジ ネ ス基 礎

(2)対 象学 年 等2学 年選 択 、3学 年 選 択3単 位

(3)指 導 目 標

会 社組 織 とそ の仕 組 み につ いて 理解 させ る こと によ り、 多 面 的な 角 度 か ら会 社 を考察 し、

評価 す る能 力 を育 成 す る。 ま た、 ビジネ ス マ ナ ー や 文書 及 び プ レゼ ンテ ー シ ョン技 術 な ど

を習 得 させ る こ とに よ り職 業 人 と しての 基 本 的 な 能 力 を育 成 す る。

(4)指 導 上 の 留 意点

① ビジ ネ ス マ ナ ー に つ いて は 知識 の習 得 だ けで な く、 実 習 を通 して よ り効 果 的 な 指 導 を 行

う。

② 労 働 者 の保 護 に 関 す る法 律 につ い て は、 条 文 に つ いて だ け でな く、 実 例 な ど を 多 く 取 り

入れ 、 よ り具体 的 な 内容 に基 づ き指 導 を行 う。

③ プ レゼ ンテ ー シ ョ ンに つ いて は、 会 社 に関 す る 調査 な どを行 い、 そ の 結 果 をOA機 器 な

どを 利 用 して 発表 さ せ 、そ れ につ い て相 互 に評価 を 行わ せ る。 これ に よ りプ レゼ ンテ ー シ

ョン能 力 の 向 上 を 図 る。

(5)年 間指 導 計 画案

学期 月 項 目 時数
1学 習 の 内容

留 意 点

1 4 ・オ リ エ ン テ ー 5 ・1年 間 の 学 習 予 定

シ ョ ン ・会 社 に つ い て ・会 社 の もつ 意 味 とそ の 役 割 につ

・会 社 の 概 要 ・会 社 の 役 割 い て 理 解 さ せ る 。

・会 社 の 種 類 とそ の違1

い:
1
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1

…

」

4

5

5

6

7

・給 与 の し く み

・望 ま れ る 人 物

像

4● 飴 に つ い て

(決 定 方 法 、 給 与 明 細1

惣 ン轡 給とl
l

・新 し い 賃 金 シ ス テ ム1

(能 力 給 と 年 俸 測>i

・人 事 考 課

・雇 用 契約 な ど と賃 金 との 関 連 に

つ いて 理 解 させ る。

…
・資 金 管 理 の 方 法 と 一 資 金 調 達 、 運 用 を 円 滑 に 行 う た ,

　 ナ

資 金 計 画 の 立 て 方 め に 重 要 な 資 金 の 管 理 、 計 画 に

・資 金 調 達 の 方 法 つ い て 理 解 さ せ る 。}

レ 資 金 運 用Il

4・ 貸 借 対 照 表 の 読 み 方 ・他 人 資 本 と 自 己 資 本 の 意 味 に つ

・損 益 計 算 書 の 読 み 方 い て 理 解 さ せ る と と も に 両 者 の ・

lil・利 益 分 析 比 較 に よ り経 営 の 安 定 性 な ど に

つ い て も 理 解 さ せ る 。

i一 財 務 諸 表 の 分 析 に よ る 評 価 方 法1

、iに つ い て 理 解 さ せ る 。i

l2・ オフィス内 で の マナー ・ビ ジ ネスマナーの 重 要 性 を 理 解 さ せ

i・ ビ ジ ネス聲 一の 基 本1な が ら 、 ビ デ オ や 実 習 を 踏 ま えl

i.仕 事 を 働 る う えでiて 色 々 な 顯 に お け るマ ナ ー 翻

の マナー 学 習 す る 。

i・ 電 話 対 応 の マナーi
li

l・ 社 外 の ビ ジ ネスマナー1

3・ ビ ジ ネ ス 用 語 ・必 要 と思 わ れ る 用 語 を 中 心 に 学
し

・(社 内用語、経営用語}習 す る。

1販 売.流i1

経 理 、 財 務 、 税 金 、

ii 株 式
、 経 済 ・金 融 、l

ili

科学●堕L

.__」
、 ・表 計 算 ソフLワ ーフ0'/7F・ パ ソ コ ン を 使 い 、 各 種 アブ 勝 一ショ1

及 び そ の 他 アブ 勃 一沁 ンソフi・に お け る デ ータの 活 用 法 に つ;
1

川 の醐 法1い て学習す る・[

i>t・ 表 言L卜算 ソフト、ワーフ ロゾフト,

及 び そ の 他 アフ 弥 一シ31i

4i・ 会 社 の 望 む 人 物 像 に1・ 会 社 が 望 む 人 物 を 明 確 に し、 各

つ い て 自 対 比 し 考 え さ せ る 中 で 今 後 の

課 題 を 明 確 に さ せ る 。

ヒ
・会 社 の 数 字 のi4

読 み 方

・会 社 の 業 績 の

読 み 方

・ビ ジ ネスマナーの

基 礎

,9

E

・OA機 器 の 活 `蓋

用
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ンソフトの 活 用 法

・ビ ジ ネ ス 文 書 7 ・ビ ジ ネ ス 文 書 の 種 類
τ

・ビ ジネ ス 文 書 の 重 要 性 と ビジ ネ

の 種 類 と各 種 と各種文書の効果的 ス文 書作 成 上 の ル ー ル を理 解 さ

文書の作成上 効率的な作成方法 せ る と 同 時 に 、 グ ラ フ な ど を 利

の ル ー ル 用 し 、 よ り効 果 的 ・効 率 的 な 作

成 方 法 を学 習 す る。

11 ・労 働 者 の 保 護 12 ・労 働 保 護 法 に つ いて ・労 働 保 護 法 につ いて 条 文 だ け で

に関 す る法 律 (労 働 者 の 均 等 待 遇 、 な く 、 具 体 例 を あ げ 、 で き る だ

労 働 契 約 、 女 子 お よ け 分 か りや す く指 導 す る。

び 年 少 者 の 保護 、 労

働条件賃金の支払に

関す る保 護、 有 給 休

暇 制 度 、 災害 補 償 制

度 な ど)

12 ・ プ レゼ ンテーション 6 ・プ レゼ ンテーションの 基 本 ・フ[レゼ ンテーション能 力 の 重 要 性 に つ

的な手法 い て 理 解 さ せ る と と も に 、 プ レ

ゼ ンテーションで 必 要 な 基 本 的 手 法 を

学 習 す る 。

3 1 12 ・効 果 的 な プ レゼ ンテーショ ・AV
、OA機 器 を 用 い た 、 よ り

ン方 法 効 果 的 な 方 法 に つ い て 、 ハrリコン

等 の機 器 を利 用 し、 実 践 的 に 学

習 す る 。

2 ・課 題 学 習 12 ・課 題 設 定 、 調 査 研 究 ・プ レゼ ンテーション技 法 を 生 か し
、さ ら

発表 に 工 夫 を さ せ な が ら 発 表 さ せ

3 3 る 。

・発 表 内 容 及 び ア レゼ ンテーションの 方

法 に つ い て 相 互 に評 価 を さ せ な

が ら 、 プ レゼ ンテーション能 力 の 向 上

を 図 る 。

3

!U

(2)

(3)

年 間指 導 計 画案(3)

科 目 エ ン ドユ ーザ コ ン ピ ュー テ ィ ン グ

対 象学 年 等2学 年 選 択 必 修 、3学 年 選 択3単 位(定 時 制3学 年 、4学 年 選 択2単 位 〉

指 導 目 標 企 業経 営 にお け る組 織 の 仕 組 み や情 報 の流 れ 、 これ らを支 援 す る情 報 シ ス テ

ム の 役割 や 機 能 を 理 解 し、 ユ ーザ 部 門 の 一 員 と して 作 業 に 従 事 す る か た わ ら、

部 門 内 また は グル ー プ の 情 報化 を 利用 者 の立 場 か ら推 進 し、 実 施 す る 能 力 と態

度 を育 成 す る。
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(4)指 導 内 容 エ ン ドユ ー ザ コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ の 流 れ に 基 づ い た 情 報 化 推 進 の 方 法

(5)指 導 上 の 留 意 点

1学 年 で 学 習 し た 「情 報 処 理 」 の 内 容 を 受 け 、 エ ン ドユ ー ザ に お け る 情 報 化 の 推 進 へ の 内

容 に し ぼ っ て 、 学 習 内 容 を 深 化 ・発 展 さ せ 、 通 産 省 情 報 処 理 技 術 者 試 験(初 級 シ ス テ ム ア ド

ミ ニ ス ト レ ー タ)、 全 商 コ ン ピ ュ ー タ 利 用 技 術 検 定 試 験1級 の 合 格 を 目 指 す 。

(6)年 間 指 導 計 画 案

一

学期 月 項 目 時数
1学習

の内容 留 意 点
1

仕 事 と コンピ ュ_q

1 4 ・仕 事 の進 め 方 4 ・仕 事 の進 め方 の 把握 」・業 種 ご との業 務 活 動 と組 織 の 役

と改 善 割 につ いて 理 解 さ せ る。

・考 え を 整 理 す 4 ・テ㌧ タの 分 析 、 処 理 、 ・問 題 の 発 見 方 法 や 原 因 分 析 、 問

る た め の 方 法 整 理 の技 法 題 解 決 へ の 技 法 につ い て理 解 さ

や知識 1せ る
。

基 幹 システムの 開 発

1

と運 用

5 ・ ヒューマンインタ ーフェ ー 5 ・入 出 力設 計 ・自 部門 の要 求 が 正 し く反映 さ れ

スの 設 計 (入 出 力原 票 、 画 面 の て い るか を念 頭 にお き、 操 作 性

レイアウト設 計 な ど)配 慮 方 法 や テ ス トの参 加 方 法 に

・テスト及 び 検 収 6 ・テストの 目 的 と 手 順 、 つ い て 理 解 さ せ る 。

結果の検収

6 ・システム運 用 5 ・システムの 円 滑 な 運 用 と ・マニュアルの 役 割 と 更 新 に つ い て も

と更 新 、 管 理 方 法 ふ れ る 。

エンド ユーザ コンヒ.ユ ー

ティング

・エンド ユザ コンピ 7 ・EUCの 変 遷 と さ ま ざ ・コンピ ュータの 進 化 と 利 用 方 法 の 変

ユーテdン グ の ま なEUC 遷 に つ い て 理 解 さ せ る 。

概要 ・EUCとEUD ・基 幹 システムと エンド ユーザ システムの 違 い

を 理 解 さ せ る 。

・EUCと 標 準 化 ・入 出 力 設 計 との 関連 づ けを させ

な が ら 理 解 さ せ る 。

・ パ ーソナルコンピ ュー 7 ・ハード ウエアの 種 類 と 分 ・動 作 の 仕 組 み を 理 解 さ せ 、 装 置

7 夕 類 は 実 物 を み せ る 。

i・ソフトウエアの 種 類 と 分 類 ・OSの 役 割 を 中 心 に 理 解 さ せ る 。 i

2 9 ・表 計 算 と テ㌧ 9 ・表 計 算 ソフトの 特 徴 と ヨ・演 習 問 題 を 行 う 。

タペ ース 機能 (実 習 は 「情 報 処 理 」 で 実施) i
i
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2 10 51 ・デ ータへ㌧ スソフトの 種 類 ・実 習 は 「情 報 処 理 」 で 実 施 。
li

と基禰 造 一i
10 ・関 係 デ ータベ ースとSQL Il

・正 規 化 .正 規 化 の必 要性 を 理 解 させ る■

.集合潤 係演算:1

(選択謝 影、結合)i

ヴ.タ や ス操作言語 旨 演習 問題 を行 う.l
Il
1

(検 索 、 変 更 、 削 除)

ii ・ パ ー'1ナルコンピ ュー 7 ・ ネットワークの 概 要 と 役 割1・LANとWANに つ い て 理 解 さ せ る 。

1

タ と ネットワーク
・サー11°の 種 類 と 役 割 一LANの 通 信 制 御 に つ い て 理 解 さ1

・}

・パ ソ・ンLANiせ る 。i

・ クライアントサーパ システム
i

・ネットワークと の 違 い を 明 確 に さ せ る .1

・ バ1ナ ルコンピ ュー 7 ・ マルチメデ ィア ・概 要 と 種 類 、 利 用 分 野 及 び サーピ

12 タの さ ま ざ ま ・ グ ルーブ ウエア ス、n一 ド ウエアと ソ7hウ エアの 効 果 的 な

な 使 い方 ・パ ソコン通 信 利 用 方 法 を 理 解 させ る 。

・ インターネット

・商 用 テ㌧ タへ㌧ ス

・オフィス環 境 4 ・オフィス環 境 整 備 ・レイアウト、 電 源 や 配 線 、 周 辺 機 器

の 環 境 整 備 に つ いて理 解 させ る。

システム環 境 整 備 と

運用管理

3 1 ・システム環 境 整 備 5 ・ハード ウエアの 選 定 ・パ ソコンの 導 入 時 や ネットワーク導 入 時

・ システムセットアップ にお け る注 意 点 を 理 解 させ る。

・パ ソコンLANの 導 入 と 環

境整備 と運用

・システム運 用 管 理 5 ・構 成 管 理 、 ファイル管 理 ・管 理 の必 要性 を 理 解 し、 そ の 対

性 能 ・障 害 管 理 、 セキ 処 方 法 につ い て理 解 させ る。

ユリティ管 理

・権 利 の 保 護 と管 理 ・著 作権 、 使 用 許 諾 契 約 につ い て

理 解 さ せ る 。

表現能力

・EUC推 進 へ の 5 ・話 し方 の 重 要 性 ・基 本 的 、 か つ 効 果 的 な 話 し方 や

2 話 し方の技術 ・準 備 の ポ イント 発 問 ・応 答 の 種 類 と使 い分 け が

・効 果 的 な 話 し 方 ・iで き る よ う に さ せ る ・

や りと りの 技 法1

.ボ デ ィランゲ ージi
ト

・OHPの 利 用 ・OHPの 作 成 上 、 使 用 上 の 留 意 点
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・EUC推 進 へ の 5 ・分 か りや す い 文 章 と

文 章 の 書 き方 そ の た め の工 夫

・文 章 を 書 く前 の 準備

や手順

3 3 ・EUC推 進 へ の 5 ・ビ ジ ュアル表 現 の 種 類

ビ ジ ュアル表 現 と そ の 用 途 、 効 用

を理 解 さ せ る。

・要 点 の 明 確 さや 相 互 関 係
、 全 体

の 中 で の 位 置 づ け にお け る流 れ

や 変 化 を理 解 させ る 。

・主 題 決 定 か ら文 章化 ま で の 手 順

を理 解 させ る。

膿 欝 　 の門

V【 お わ り に

「生 徒 の 多様 化 に対 応 した商 業 高校 の在 り方 」 をテ ー マ に、 研 究 、 討 議 を 重ね て きた。

今 日の 社会 は、 国 際化 、 情 報 化 、経 済 のサ ー ビス化 な ど多 様 な 状 況 を呈 して いる。 こ う した

社会 状 況 の 中 で、 これ か らの 商 業 教 育 にお いて は 、 生徒 一人 一 人 が 多様 な 社 会 に適 応 して い く

ため に、 各 自の 個 性 を磨 き、特 技 を伸 ばす と と もに、 自己 を 主 張 し、 他 人 の 意 見 を尊 重 す る と

い った 学 習 を経 験 さ せ る こ とが大 切 にな って くる。 そ の た め の教 育 課 程 の 多 様 化 も図 らな けれ

ば な らな い。 この観 点 か ら、 商 業 高 校 で の教 育 課 程 の 一 つ の モ デル を提 示 した 。 これ まで の 商

業 高校 にお いて は、 類 型制 、 小 学 科 制 が取 り入 れ られ、 そ れ ぞ れ 実 績 を あ げ て きた が 、 社 会 の

変 化 と生徒 の 多様 化 に対 応 で きな い状況 か ら、 職 業教 育 とい う こ とに こだ わ らな い こ と、 講 義

法 のみ に終 始 しな い こ とな ど弾 力 的 な教 育 課程 の編 成 ・実 施 と指 導 ・評価 が必 要 で あ る。

商 業 教 育 が 各 面 に わ た って 多様 性 が 拡 大 す る と、 各 学 校 で 行 わ れ る 商 業教 育 は種 々 の点 で 異

な り、個 性 化 特 色化 が進 ん で い くこ と にな る。 中学 校 側 の 商 業 高校 へ の イ メー ジ は不 明瞭 で あ

る の が 現状 で あ る こ とか ら、 今 まで 以 上 に 中学 校 の 生 徒 、 教 員、 保 護 者 に対 して 正 し い認 識 を

得 る よ う働 き か け る こ とが 大 切 で あ る と感 じる 。 この 一 年 間 の研 究 を通 じて 得 た 蓄 積 を も と に

これ か らも多 様 化 す るで あろ う時代 の 中で 、 生 徒 及 び 社 会 が要 請 す る 学校 づ く りに 少 しで も貢

献 で き るよ う努 め て い きた い。
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